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後期学校評価結果のお知らせ
厳寒の候，皆様におかれましては益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。また，日頃は本校教育推進のためにご理解・ご協力を賜り，厚くお礼申し上げます。
保護者の皆様にはお忙しい中,１２月末に行いました「平成２９年度後期学校評価アンケート」にご協力いただき，ありがとうございました。その集計結果と考察を報告させていただきます。
今回も保護者の皆様・児童・教職員による評価をそれぞれ実施し,三者が共通した項目に回答するようにしました。また，保護者アンケートの４つの項目以外は三者がそれぞれを振り返る「自己評価型」にさせていただきました。　
児童アンケート　結果
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保護者アンケート　結果
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教職員アンケート　結果
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地域アンケート結果
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考察　　主体的に学習する子に
[image: ]　何をもって「主体的である」と見るのかは難しいところであり，このアンケートでは主体性が十分に表れないところもありますが，児童アンケートを見ると，「授業中，進んで発表している」・「家でも，宿題や自分の学習がしっかりできている」について，「よく出来ている」「大体出来ている」を合わせると，僅かながら増えており，進んで学習しようとする姿がうかがえます。保護者アンケートを見ましても，「わが家では，家庭学習の習慣が身につくようにわが子に働きかけている。」と答えておられる方が75.1％と僅かですが増加し，努力してくださっていることが分かります。御室っ子らしい，真面目にやるべきことを頑張る子どもの姿が見えてくる結果です。しかし，ここで注目しておきたいのは，「自分にはよいところがある」と答えなかった子どもが36.4％に増えていることです。前期学校評価のお知らせでも取り上げましたが，自尊感情は，子どもたちの成長にとって大切なものです。主体的に活動する力も，基盤に自尊感情がなければ伸ばすのは難しいのではないでしょうか。私たち教職員も，より一層，子どもたちの頑張りが認められるような取組を工夫したいと思います。

保護者アンケート自由記述欄から




保護者の方々のご要望について，お答えできるものを挙げました。
○冬の個人懇談会について
今年度は，個人懇談会は１回でしたが，来年度は２回となり，冬の懇談会も行う予定です。
○漢検(漢字能力検定協会)について
　　本校では，校内での御室漢字検定を実施しているので，業者の行う漢検の実施は，今のところ計画しておりません。個人で申し込んでいただきますよう，お願いいたします。
○ブランコについて
　　残念なことですが，校庭にあったブランコは，老朽化のため危険な状態になっており，撤去しました。
○一輪車について
　　古くなってきており傷みも激しいのですが，できるだけ修理して使用できるようにしています。今年度もPTAより寄贈いただいています。今後も修理・補充をしていきたいと思います。
○「健康の記録」について
　　学校からの連絡で通院されて治療が済んだ場合，治療済の用紙を学校に出していただいています。これについては養護教諭が記録しておりますが，保護者の方にお渡しする「健康の記録」には，治療済が明記されていません。明記する必要も感じておりますので，検討したいと思います。
○卒業式の服装について
　　卒業式の服装に決まりがあるわけではありませんが，着物・袴の着用については考えてほしいというご意見があります。学校としても華美にならないように注意が必要であると考えています。来年度以降の検討課題とします。
○体を動かす取組について
[image: ]学校だよりで何度か紹介しておりますが，御室校では子どもたちの体力・運動能力の向上を目指し，週1回の「ロング昼休み」を設定しています。その中で縦割りグループでの遊びの時間もあり，しっかり体を動かして遊ぶ時間をつくっています。また，朝の読書タイムの後に「朝運動」として音楽に合わせて体操する時間も設けています。来年度は，「八十八カ所クイズラリー」の復活を計画しています。
○下校時刻について
　　年度当初に学校だよりで校時表を載せています。それを見ていただければ，およその下校時刻はわかっていただけると思います。また，完全下校等早く帰る日は，できるだけ早く学校だより・学年便り等でお知らせしたいと思います。来年度，校時表が変わりますのでご注意ください。
○トイレ掃除について
　　トイレ便器以外の日々の掃除は子どもたちがしています。また，ほぼ月１回の割合で清掃業者が掃除をしており，教職員も月1回ですが念入りに担当のトイレを掃除しています。それでもなかなか匂いがとれないトイレがあり，特別な薬品を使ってみるなど試しています。
○不審者対応について
　　不審者情報が，子ども本人・保護者の方から学校に入った場合，状況を詳しく聞いて確認し，警察に通報します。同時に保護者の方からも警察に通報していただきます。警察は，保護者や子どもから様子を聞いたり現場で確認したりしたあと，付近のパトロールを強化するなどの対策を講じます。また，学校は地域の見守り隊の方々に状況を伝え，パトロール強化のお願いをします。事案によっては，教職員がパトロールすることもあります。また，注意喚起のプリントをご家庭に配布することもあります。お子さんが不審者に付きまとわれたり声をかけられたりするなどご心配なことがありましたら，できるだけ早くご連絡ください。
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アドイスコーナー


今回の学校評価アンケートでは，御室校の子どもたち
の課題になっていることについて，どんな工夫をすれば
よいのかアドバイスをいただきました。予想をはるかに
超える多くの回答をいただき，心より感謝しております。お忙しい中で丁寧にお答えいただき，ありがとうございました。回答を読ませていただきますと，お子さんへの深い愛情をもって，日々子育てに奮闘されている保護者の方々のお姿が見えてきます。この貴重なご意見・体験談などを保護者の皆様にも読んでいただき，今後の子育ての参考にしていただけることを願っております。なお，同じご意見については，一つにまとめさせていただき，長い文章については短くさせていただいたところもあります。ご了承ください。

[image: ]課題１　テレビゲームをする時間が長い子どもがいます
・親自身がテレビ・スマホを自粛して子どもと関わる時間をもつ。
・「宿題は何時から始める？」或いは2択で「５の針？６の針？」など，少しでも子どもに選択権を持たせるようにしています。
・やるべきことをやってから，自分で時間を決めてやるようにする。（親と相談して決める）
・タイマーなどを使って時間を決め，守れたら子どもにとって嬉しいことがある仕組みづくりをしています。
・まだ1年生なので，ゲームの存在を知らせるのをなるべく遅くしようと思っています。
・アプリを使って時間がたつとゲームが終わるようにしています。
・どうしても家にいる時間が長いとそうなってしまうので，買い物や散歩に連れ出す用事を作って中断させる。テレビゲームを目のつかないところに置きます。
・ゲームよりも楽しそうな遊びを提案する。（ウノ・人生ゲーム等のボードゲーム，公園・プール等の外遊び）
・アラームをかけて，鳴ったら終了という約束をしてから始めるようにしています。
・約束を交わすことも大切ですが，それ以前にテレビ画面はどうしても離れられないような強力な刺激を脳に与えているという知識を大人が知り，その上での対応になると思います。
・ゲームをし続けることによって，今後どのような将来になるかを事細かく伝え，自分でどうするか，どんな人間になりたいかを考えて，そのうえでゲームをしたいならしてもよい。自分で選びなさいというと効果がありました。
・親のスマホにゲームのアプリを入れません。
・子どもの相手をゲームに頼るから子どもがゲームに依存するのです。もとは親の責任。対話をし，小さな遊びでも相手をしてやれば必然的にゲームの時間など無くなるはず。ゲームそのものを手放してしまえばいいのです。
・ゲームをするときは，宿題などやらなければならないことは必ず終わらせておく。時間も1~2時間。休憩も必ずとるようにします。
・子どもたちと一緒に課題について考え，自分たちで答えをみつけるようにしています。そして，「なぜ，○○しなければならないのか。」ということを先に考えるようにしています。（話し合った結果）子どもたちの意見は，「ゲームをする前に時間を決めてからゲームをする」「ゲームに夢中になって時間が経つのを忘れる場合は，タイマーをかける」でした。
・休みの日だけ基本的には１時間はしてもいいと言っています。休みの日は，お手伝いをして自習勉強をしてからという約束です。
・ゲームで遊べるのは，「お風呂を沸かすから，沸くまでね。」「歯磨きをしてから寝る時間がくるまでね。」と子どもが終わりの時間を分かり易いように提示します。
・約束を守らない場合，使用を許可しないと予め伝えています。
・まだ，2年生で自分からゲームをやめることはできないので，いつも声をかけてやめるようにしています。
・ゲームを終わる時間を子どもに言わせて，「あと，３０分で終了」「あと１０分で終了」「あと５分で終了やし頑張って勝ちやー！」とカウントダウンする。あとは，親は毅然たる態度で。
・禁止するばかりでなく，好きなだけできる時間を設定することで，毎日の視聴時間（ゲームの時間）は，コントロールできているように思います。
・テレビを消す時間をつくったり，早めに寝たりしています。早く寝室へ行き，絵本の時間にしています。
・図書館で本を借りて読んでいます。
・何をしたらいいのか分からないからゲームをしている時もあると思います。子どもが何かをするように，こちらから言葉かけをすればいいと思います。
・決めた時間を超える場合，無理やり取り上げます。約束を守れるまでゲームを渡しません。
・時間を過ぎてしまった日は，次の日は無しです。（時計をしっかり見る癖がつきました。）
・ゲームは1日30分，タイマーで計って，子ども自身でも分かるようにしています。（5分以上延長したら３日間ゲーム禁止）子どもと一緒に話し合ってルールを決めました。
・だんだんルーズになってきたので，親が居る時，居る場所でするように変えました。
・ある程度，親が時間の管理をすることが必要ではないかと思います。
・ゲーム等のルールについては，当初から決めて約束しないと途中からは難しいと思います。ただ，ゲーム以外に楽しいことを一緒にしたり教えたりすることは大切かなと思います。「自律」ができるようになるためにも，自分で動けるような声かけがいると思います。「選択」を与えて自己決定ができるようにしたり，少しでもゲームをやめそうになったら褒めたり･･･。
・ゲームに限らず，普段から親がけじめをつけるというお手本にならないと言うことを聞かないと思います。親がきちんと手本になった上で，子どもとルールを決めてみると良いのではないかと思います。
・テレビゲームを買った時からゲームは１時間だけと最初の約束をつくりました。今でもちゃんと守ってくれています。
・お友達と通信する時間帯を決め，それ以外はトランプや人生ゲーム等，昔からある遊びを家族で楽しめるように心がけています。
・宿題が済んだら，お手伝いをするようにしているので，３時間もしている暇はなさそうです。土日はスポーツクラブでゲームをしている暇はなさそうです。
・4年生になってからは，宿題が前より多くなって，居残り遊びもしているので，ゲームをしたくても時間がないです。
・テレビよりもゲームよりも楽しそうなことを親がやっていると子どもも興味をもってくる。一緒に楽しむ。手芸や絵画，粘土など。
・「約束の時間になると，家の電気が切れる！」と言う。「停電になった」と言い，電圧機を下げる。
・ゲームを持ち出さない。ゲームの貸し借り禁止。
・携帯電話のゲームもしていましたが，ロックをかけるようにしたら時間制限ができるようになった。
・親のいない時に勝手にしない。
[image: ]・約束が守れる年までゲームを買い与えなかった。（1年の冬まで）与えてからは，宿題ややるべきことをしてからでないとゲームはできない。普段は1時間（友達が来るときだけは別）だけという約束を徹底した。
・ゲーム以外で楽しいことをみつけてあげる。親も子どもと一緒に遊んであげる。子どもと一緒に遊ぶことを面倒くさがらないことです。
・ゲームをする時間は特に決めていません。宿題や自主学習，お風呂や歯磨きなど，やるべきことを終わらせてから，寝るまでの時間を好きなことをしてもよい時間にしています。寝室に上がる時間にセットしたアラームが鳴っても寝る準備ができていない時は，翌日から自由時間の過ごし方について本人と話すことにしています。
・目の休憩のために1時間ゲームをしたら一旦違うことをするように声かけをしています。
（「野菜切るの，手伝ってくれる？」など。）
・ゲームより魅力的な遊びがないようです。外で遊ぶことも昔のようにはいかないし，子どももかわいそう。大人も工夫していかなければならない。わが家では，トランプやオセロなど，できるだけつきあってあげるようにしています。
[image: ]・最近は，サッカーの練習や陸上など充実した生活をしているので，ゲームをする時間がとれないので，叱ることが少なくなり助かっています。
・子ども同士にも子ども同士の付き合いがあると思うので，何人か家に遊びに来て長時間遊んでいてもあまり怒りません。長期の休みなど，1日中ゲームをしている時は父親が注意しています。取り上げる時もありますが，父親が子どもと話しています。
・親が居る時は，何時までやるのか？と聞いてやります。自分で予定を立てるので，意外と自分で言ったとおりに止めて次のことをやり始めるのでやらされている感じがなく，自尊心も養えると思います。「早くしなさい！」は，やめた方がいいと思います。
・子ども自身にできる約束をつくって守るように言って文章（箇条書き）にするようにしました。
・ゲームを終わらせたい時に「今やっている場面をクリアしたら，いったんやめようね。」「あと何分くらいで終われるかな？」と少し気長に待って，自発的にゲームを終われるようにもっていっています。
・時間の使い方がうまく出来ているのなら長くてもOK
・視力が下がり，メガネやコンタクトになったときの困ることを話しています。
・平日用と休日用のタイムスケジュールをおおよそで設定すると比較的守れているように思います。宿題をする時間やお風呂に入る時間をしっかり決めておかないと就寝時刻も遅くなってしまうので，そこから決めていき，親子で相談しながら定期的に変更・改善していくと守りやすいと思います。
・子育ては難しいと思います。厳しくゲームの時間を守れるから大人になって…思春期に良い姿が見られるわけでもないと今は思っています。ゲームを長時間させたくないなら買わない方がいい。
・親の目を盗んでやってしまうので，ゲーム機，リモコン，回線などは預かって隠しています。ただ，父親のスマホでゲームをしているので，そこが母親としては納得ができません。
・パソコン，テレビゲームにパスワードを設定しているので，親がいない時に勝手には使用できません。平日は習い事や宿題を全て終えた上で1時間と決め，だいたいその時間になったら声をかけています。
・週に1回ゲームをしない日を決めています。その日だけは，兄弟間でゲームの取り合いのけんかもなく平和です。
・テレビゲーム以外で好きなこと（読書）があるので長時間していることは，あまりありません。
・ゲームをする前（テレビを見る前）に時計を見て時間を確認させてからゲームを始める。タイマーを自分でセットしてやめられるように約束事を決めておく。宿題などやるべきことを終わらせてご褒美としてテレビやゲームをさせる。
・クラブ，部活，宿題，手伝い，習い事，やることが多く，曜日によって生活のリズムが決まっているので，自然にやらなくなりました。他にやりたいことがあるかないか，それだけなのかなあと思っています。
・習い事である程度自由にできる時間が縛られているため，宿題が終わった後，習い事までの時間に空きがあり，なおかつ友達と遊ぶ予定もない時に，とり溜めておいたTVをみたり，DSをしたりしています。習い事の後は身体も疲れていて早くお風呂に入って早く寝ないと翌朝しんどいことを自覚しているため，「自覚」できる事が大事になってくるのではないでしょうか。
・「ゲームがしたかったら宿題が終わってからね。」という言葉かけはよくしています。
・「ダメなものはダメ」と親が毅然とした態度をとらなければなりませんね。
・一緒にできる遊びを提案する。トランプをしたり，ジグソーパズルをしたり，一緒に過ごす時間を少しつくる。夕食後の果物が好きで，ゲームを止めるなら，「果物食べよう」と言う。
・テレビは見たいものがあれば録画をして時間があるときに見るようにしています。ゲームやPCの使用は本人任せです。自分で時間を決めて休憩や勉強，読書などをしているようです。目を休めたりブルーライトカットのメガネの使用もすすめています。自分で考えて使用してもらうようにしています。


課題２　おうちの人に学校であったことを自分から話せない子どもがいます

・学校へ帰ってきてすぐよりも，子どもが機嫌良くしている時に家族が今日あった出来事を話したり学校の話題をふってみたりしています。
・親が「宿題は？」「明日の用意は？」など，子どもが何か言う前にいったりすると話せない状況になるのではないでしょうか。
・親自身がどうして知りたいのかをまず，しっかり伝えるといいと思います。また，聞くときの肯定的な態度も重要だと思います。
・「子どもを守りたいから。いろいろ知ってないと守ってあげられないから，楽しかったこと・いやなことを教えてほしい。」と言ったら，話すようになりました。
・食事中やお風呂に入っている時など，リラックスしている時にそれとなく尋ねるようにしています。
・子どもも習い事などで忙しいので，親が意図的にリラックスした子どもとの時間を作ることが必要です。
[image: ]・子どもから話しかけてきたタイミングを逃さないことでしょうか。
・風呂タイムや就寝前にボディータッチをしながら話しやすい環境をつくるようにしています。
・帰宅後はお菓子を食べながら「今日は学校どうだった？」と声掛けをしています。
・今日に時間割などを参考に「どんなことをしたのか」と質問して「他に何かあったのか」と一日の流れを聞くようにしています。
・「今日，一番うれしかったこと一人一つ」など，寝る前にテーマを決めて母も含めて兄弟で発表し合っていたこともあります。時々「嫌だったこと」も混ぜました。
・話してくれたことに関しては怒らない。ケチをつけない。上からものを言わないようにしています。
・子どもが話したことについて「えっ！」と思うようなことでも大げさに反応しないでとりあえず，「へー，そうなのー。」とうなずくようにした方が，いろいろなことを話してくれる気がします。
・私から聞き出すことはせずに，くつろいだ雰囲気をと心がけています。子どもが自分から話すことについて，ただただ頷いて聞き，あまり親の意見や感想を挟まずに，子が表現しきることを大切にしています。子どもがどういう状態かは，言葉よりも表情で読み取ります。
・まず，自分が1日どのように過ごしたか子どもに伝え，子どもの1日を聞く。あまりしつこく聞かないようにしています。何があってもお母さんが助けてあげる，味方だよ，と声掛けしている。
・親が子どもから無理に聞き出したりするとそれがストレスや追い詰められた気持ちになるので子どもから話してくれる時には否定的なことは言わず，すべて聞き入れるように心がけています。
・家事や用事をしながらではなく，ちゃんと子どもと目を合わせて多少言葉や記憶につまずいても待ってやれる状況で聞いてやることが必要だと思います。
・子どもたちとはなしあったところ，「お風呂とかご飯の時に今日の出来事をお互いに話す」という意見が出ました。子どもたちは自分たちだけでなく「お母さんのお仕事の話とかも聞きたい」と言い，子どもも親もお互いのことを知りたいんだと思いました。
・どんな小さなことでも，子どもと約束したことは必ず守ります。そうしないと，子どもに信用してもらえず，話もしてくれないからです。
・「学校は楽しかった？」とは聞きません。楽しくなかったことは話せなくなるからです。また，「聞いて」のセリフやサインが出た時は，必ず手を止めて聞きます。その場がどうしても無理なら後で聞く約束をして必ず聞きます。
・良い話もそうでない話も先ず，共感します。その後，改善させるべき点は，否定ではなく提案で意見を出し，子ども自身にどう思うか考えさせて自分の意見を出させて，また，共感して応援します。
・家で音読などの宿題をしている時に自然と自分から学校の話をする時がある。
・自分の子どものころの体験談をよく話すようにする。
・食卓を囲むときなど，テレビをつけないようにすると，自然に会話が始まります。
・前日夜に「何をする？」当日夜に「どうだった？」と尋ねます。これを食事時の「乾杯！」をするネタにします。インタビュー形式で本人にしゃべらせます。
・寝る前におしゃべりタイムをつくって，多少寝るのが遅くなっても話す時間を設けるようにしています。
・話せないのではなく，話さなくても自己解決できている安定した子どももいると思います。何でもかんでも親に話し，親にトラブルを解決してもらおうとする残念な子どももいると感じます。
・「今日は学校どうやった？」とさらっと聞く。日常会話にする。親はしつこく根掘り葉掘り聞かないようにする。
・御室小学校のホームページを見て話題にしています。給食メニューをチェックして聞いてみたりします。
・夕食後，一人一人が今日あったことを話しています。時にははぐらかして言わないことがあったりしても良いと思います。毎日続けることで習慣化できると思います。
・ときどき，「学校，楽しい？」と声をかけるようにしています。
・自分から学校の話をしてくれる時は，しっかり聞くように心がけています。よい話があると，大げさにほめています。
・時間があるときに一緒にボール遊びをしたり散歩したりすると友達のことなど話してくれます。
・「今日の学校，何点だった？」と聞く。低かったら，「足りない分の〇点はどうしたん？」高かったら「何かいいことあった？」と聞く。
・まずは，給食のことから聞きます。友達の様子なども話に入れて応えてくれますので，そこから話を拡げたりしています。
・聞き方のパターンをいくつか作り，話せるようにする。
・まずは，親が先生にいろいろ聞いて，聞いた話をもとに子どもに話しかけるところから始めてもいいと思います。
・寝る前，布団に入りながらいろいろな話をします。親が自分の子どもの時の話をすると，学校のことも教えてくれます。
・何がイライラしていつもと様子が違う時は，「お友達と何かあったの？」と聞いてみるようにしています。
・なんとなく　いつもと様子が違うかな？と思う時は，少し具体的な質問をしてみるようにしています。あまりしつこく聞かれるのも嫌なようなので，様子を見るのも大切かなと思います。
・話しにくい内容の時には，娘の好きなことを話していると，「そういえば…」と自分から話をしてくれることが　多いです。
・「今日，面白いことあった？」と聞きます。嬉しそうに思い出して話してくれます。面白いことを探してくれる気がします。
[image: ]・図工など，何か持ち帰った時は，作品を褒めてどんな風に作ったか話を聞き，自信に繋がるように心がけています。
・少しの時間でも，親の方からコミュニケーションをとる努力が必要だと思います。
・親が忙しくしていると話してこないんだなあと思います。また，アドバイスよりも「うん。うん。」と聞いてもらうだけの方が良い時もあるようです。ただ，自分で消化してからでないと話さない子もいます。だから，毎日「どう？どう？」と親が尋ねるのも逆効果になることもあると思います。
・小さい頃から何でもいいので1日の楽しかったことを寝る前に言うことにしていたからか分かりませんが，毎日その日の出来事を自分から話してくれています。もし，何も言わないのであれば，親のことを毎日話してあげるのはどうでしょうか。今日はこんなことがあって楽しかった，悲しかった，何でもいいと思います。
・帰宅後，明らかに様子がいつもと違う時は，自ら話してくれるのを待って，気になるときは寝る前などに「今日，何かあった？大丈夫？よかったら聞くし，話したくなければそれでいいよ。」と一声かけます。「話さないで大丈夫。」という時もありますし，そのまま話してくれる時もあります。
・子どもの性格もあると思うので特に話してこなければ，無理に聞き出すことはしなくてもよいと思います。もし，話して来たら，言葉をさえぎらずしっかりと聞くことが大事で，その姿勢が話しやすくなる環境づくりになるのではないかと思います。
・親子二人の時間をつくるようにしています。例えば，男同士の時間をつくることによってゆっくりしゃべれたり聞けたりできます。
・休日は一緒に料理を作ったり，何か一品お願いして任せることで自信にもつながり，分からないことを教えたりして会話が増え，そこから学校の話題に持っていきます。
・学校で嫌なことがあった時は，お風呂でゆっくり聞いて悟しています。そうすると，「ちょっとスッとした。」と元気になります。
・子どもが話をしてきた時は，顔を向けて聞くようにしています。
・学校の出来事に限らず，子どもの話を心から聞く。忙しくてタイミングが合わない時は，後から「さっきはごめんね。何だった？」と問いかける。
・行事があった時は，こちらから聞くようにしている。
・親が一日で一番楽しかったこと，びっくりした出来事を話す。楽しく話して盛り上げるようにしています。
・どんなことでも何でも話していいんだという，子どもの存在を大人がまるごと受け入れている空気が家の中で流れていれば，何かあった時には自然と聞いてくれるようになると思います。
・悩んでいるような時には，「何か心配事ないの？」とそれとなく聞きますが，話しにくそうな時は，時間を空けてゆとりのある時に，もう一度聞いてみたりします。
・とにかく勉強の話はしない。遊んだ内容，友達を聞いてみる。週予定表を見て話しています。おうちの人のコメントは必ずその日の出来事を書いています。先生からのコメントもあり，様子が分かります。
・話したくないなら話さなくてもいいと思います。
・時間割表を見て，今日はどの教科のどの内容を勉強しているのかを見ておく。帰ってきたら，○○してたんやねえ。などと聞くと，子どもから習ったことを話してくれるようになりました。
・良い話は積極的にしてくれますが，悪かった話などは口ごもるので，こちらも良い話を聞いている時と同じような態度で聞くように心がけています。
・親から具体的に話せるようにもっていく。例えば，「昼休みは何して遊んだの？」「誰か面白い人いるの。」「最近誰と遊んでいるの。」など。
・朝食・夕食時は，できるだけ家族そろって食べるようにして，今日あったことを話すようにしています。
・食事の時はテレビをつけないので，子どもたちが競う様に話しています。
・子どもが話を始めたら，その時に聞いてあげる。（「後で」などとことわらない。）
・入浴時や就寝時など，子どもがリラックスできている時に「今日は学校どうだった？」と笑顔で聞いてあげる。
・いつもと違う感じでイライラしていたら，「今日，何があったん？」と聞いてみると，やはり原因がお友達に～言われた等があるので，気を付けて様子を見ています。
・帰宅時間が仕事で遅くなることが多いため，週に1回，一緒に寝る時間を作っています。その時にいろいろと話を聞くようにしています。
・親もしつこく聞かない方がいいと思う。わが家では，本当に困ったり悩んだりした時は，必ず言ってほしいと伝えています。
・父親に一緒にお風呂に入ってもらって男同士で話せる時間を作っています。
・帰ったら「ただいま」の声でその日の学校の様子が分かります。帰宅後の子どもの表情で何があったか大体わかります。子どもが帰宅する時間には，必ず家にいるようにします。あまり叱ることをせず話し合う様にしています。
・学校での心配事があったとしても，親の方が見守るかたちでいつも通りに接していれば，話したくなってきたりするようです。子育ては，第三者的に，また，客観的にとらえるようにしています。
・いい事があった，先生に褒められた時には話してくれるので，そこから色々聞き出します。
・兄弟がいる場合，たまには母と子1対1になる時間を作ると，普段より深い話ができるように思います。
・自分から話しません。特に男の子は。ママ友を作ったり日常会話にそれとなく話しかける。しつこくせず。
　中・高・大学生になると，もっとしゃべらなくなるので，いじめがないか探るくらいにするほうがよい。あとは，ママ友からの情報で「こんなことあった？」っていうのが一番早いかと。
・高学年になると，すべてを話してくれることはなかなかないと思いますが，なるべく1日1回さりげなく学校の様子を聞こうと心がけています。
・おもしろいことあった？と聞くと話してくれます。おもしろい事ばかり聞くようにしていたので，それ以外のことは話しません。
・「話したい」と思うことは進んで話してくれています。話してくれた時はささいな話でも忙しい時でもできるだけ耳を傾けるようにして，興味をもってできるだけ話に同調します。そして，話してくれたことに感謝します。（心の中で）
・兄弟の前では抵抗があるようなので，習い事の迎えの時や散歩に二人で出かけたりして会話をもつように心がけています。
・その日の小さなことを話題にして，答えが返ってきたらそこから「へえー。それでそれで？」と関心を持って聞くようにしています。「おもしろそう」「すごいね」といった前向きな言葉・笑顔で親が楽しそうにしていること。たとえ話が愚痴や友達の批判であったとしても，「そうかそうか」と聞いて，暗い話にならないように。毎日ちょっとずつですが，そうやって小さなきっかけを作って話すことの積み重ねで比較的何でも話してくれるようになったと思います。
・思春期ということにも配慮しながら，しつこくならないように気を付けています。
・小さい頃からじっくりと話を聞くように心がけていました。いつでもどんな時も，親は子どもの味方だと伝えています。
・先に母親の私から１日にあった事，仕事の話，運動の話を聞いてもらう。スポーツした後に，一緒にストレッチ，マッサージをしながら話したりしています。
・高学年になると，親が黙っていた方が子どもから話し始める気がします。いつもと様子がおかしい時だけ，「何があった？」と聞くようにしています。普段はほうっておいて，子どものタイミングで話し出すのを待ちます。
[image: http://kids.wanpug.com/illust/illust3593.png]








　以上，多くのアドバイスをいただきました。有り難うございました。ご家庭によって状況は違いますので，それぞれに参考になりそうなご意見をもとに，日々の生活に生かしていただけたらと思います。
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授業がよくわかる。

44.4% 44.7% 7.4% 0.6% 2.9%

授業中，進んで発表している。

32.6% 33.9% 19.7% 9.4% 4.4%

家でも，宿題や自分の学習がしっかりで

きている。

50.8% 34.4% 9.3% 2.6% 2.9%

学校の図書館をよくつかっている。

21.2% 25.1% 34.5% 16.6% 2.6%

友達が困っていたら，相談にのってあげら

れる。

45.2% 28.7% 15.2% 2.9% 8.0%

学校にかようのが，楽しい。

56.6% 25.4% 9.6% 4.5% 3.9%

自分には，いいところがあると思う。

35.2% 28.4% 16.5% 7.1% 12.8%

学校のそうじや，家でのお手伝いなど，自

分の仕事をしっかりしている。

37.3% 37.0% 17.0% 3.9% 4.8%

自分からあいさつをしている。

52.0% 31.6% 9.0% 4.5% 2.9%

朝ごはんをしっかりとっている。

71.0% 20.5% 4.6% 3.3% 0.6%

８時間以上，睡眠をとっている。

59.7% 19.4% 10.0% 7.1% 3.8%

朝運動・外遊びやスポーツなどで，毎日，

体を動かしている。

65.3% 22.8% 8.4% 1.6% 1.9%

テレビをみる時間や，ゲームをする時間を

きめて，守っている。

30.9% 23.5% 19.9% 13.8% 11.9%

おうちの人に，学校であったことを自分か

ら話している。

38.8% 25.6% 21.4% 9.7% 4.5%

地域の行事やＰＴＡ行事に進んで参加し

ている。

27.8% 25.2% 20.4% 10.7% 15.9%
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学校は，子どもたちにわかりやすい授業をし

ている。

35.3% 60.2% 2.4% 0.0% 2.1%

学校は，子どもたちのやる気を育てる働きか

けをしている。

31.5% 60.9% 2.8% 0.3% 4.5%

わが家では，家庭学習の習慣が身につくよう

にわが子に働きかけている。

15.9% 59.2% 22.1% 2.1% 0.7%

わが家では，わが子の読書環境をつくる努力

をしている。

11.2% 39.1% 36.3% 13.1% 0.3%

学校は，子どもたちに豊かな心が育つよう努

力している。

29.7% 60.9% 5.9% 0.0% 3.5%

わが家では，わが子が友達を大切にし，仲良

くするように働きかけている。

30.4% 67.2% 1.4% 0.0% 1.0%

わが子は，楽しく学校に通っている。

52.3% 45.3% 1.7% 0.7% 0.0%

わが家では，わが子が自分に自信がもてる

ような働きかけをしている。

17.1% 62.8% 18.1% 1.0% 1.0%

わが家では，家のお手伝いなど自分の仕事

がしっかりできるよう役割を決めている。

15.0% 33.3% 42.4% 9.0% 0.3%

わが家では，わが子が進んで挨拶をするよう

に働きかけている。

25.1% 61.8% 12.5% 0.3% 0.3%

学校は，子どもたちの健やかな体作りに努力

している。

25.3% 61.5% 8.7% 1.0% 3.5%

わが家では，わが子が朝ごはんをしっかりと

れるようにしている。

47.5% 46.0% 6.2% 0.3% 0.0%

わが家では，わが子が８時間以上睡眠をとれ

るようにしてる。

43.2% 39.1% 14.9% 2.8% 0.0%

わが子が，学校以外でも，外遊びやスポーツ

などで体を動かすように心がけている。

35.1% 38.9% 22.9% 3.1% 0.0%

わが家では，わが子がテレビを見る時間やゲー

ムをする時間を決めて守らせている。（長時間，

画面を見ていない。）

16.8% 39.0% 31.7% 12.5% 0.0%

わが家では，わが子とのふれあいや対話をも

つように努力している。

29.7% 61.6% 8.7% 0.0% 0.0%

わが家では，地域の行事やＰＴＡ行事に進ん

で参加している。

11.8% 53.6% 26.6% 7.3% 0.7%
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児童がよくわかる授業を工夫している。 15.8% 73.7% 10.5% 0.0% 0.0%

授業の中で，児童が主体的に活動できるように工夫して

いる。

0.0% 94.7% 5.3% 0.0% 0.0%

児童に家庭学習（宿題・自主学習）の習慣が定着するよ

うに働きかけている。

27.8% 61.1% 11.1% 0.0% 0.0%

学級で学校図書館をよく利用している。 22.1% 55.6% 16.7% 0.0% 5.6%

児童が友達を大切にし仲良くできるような学級づくりに取

り組んでいる。

44.4% 50.0% 5.6% 0.0% 0.0%

児童が楽しく学校に通えるように取り組んでいる。 57.9% 42.1% 0.0% 0.0% 0.0%

児童の自尊感情が育つように働きかけている。 26.3% 73.7% 0.0% 0.0% 0.0%

児童が自分の仕事をしっかりできるように働きかけてい

る。

31.6% 68.4% 0.0% 0.0% 0.0%

児童が自分から進んで挨拶できるように教職員自ら挨拶

をしている。

63.6% 36.4% 0.0% 0.0% 0.0%

児童に朝食をとる習慣が定着するように働きかけている。 16.7% 61.1% 22.2% 0.0% 0.0%

児童が８時間以上睡眠をとるように働きかけている。 16.7% 50.0% 33.3% 0.0% 0.0%

児童が，朝運動・休み時間の遊びなどで毎日体を動かす

ように働きかけている。

33.3% 55.6% 11.1% 0.0% 0.0%

児童が，テレビを見る時間やゲームをする時間を決めて

守るように働きかけている。

11.1% 61.1% 22.2% 5.6% 0.0%

児童・保護者に寄り添い，児童・保護者のおもいを傾聴し

ている。

42.1% 52.6% 5.3% 0.0% 0.0%

教職員として，御室地域の行事やＰＴＡ行事に参加してい

る。

9.6% 19.0% 47.6% 23.8% 0.0%
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よくできている

だいたいできているあまりできていない

できていない わからない

子どもたちは挨拶をしていますか。

38.8 35 19.2 3.5 3.5

学校の施設は使いやすいですか。

50.1 33.3 8.3 3.3 5

教職員の対応は丁寧にできていますか。

70.4 18 3.3 3.3 5

学校で催される行事に参加していただいてい

ますか。

38.9 36.8 15.7 7 1.6

学校施設を利用してくださっていますか。

49.2 14.5 12.7 20 3.6

学校だよりを読んでいただいていますか。

45.6 29.8 17.6 0 7
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